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序

　慶長14(1609) 年，徳川家康の第11男・徳川頼房が水戸に領国を与えられてから，ちょうど

400年の月日が経とうとしています。水戸藩の成立は，吉田古墳にとっても大きな出来事で

ありました。城下町が整備され，吉田地区に江戸街道（水戸街道）が通り，人・物の交流が

盛んになるにつれ，吉田地区は城下町近郊農村としての性格を帯びてきます。吉田古墳周辺

でも，交通網が整備され，商品作物が栽培されるようになったのでしょう。これまでの発掘

調査で，吉田古墳周辺でも活発な土地利用があったことが分かっています。

　近世から近代に至る吉田地区の開発は，吉田古墳群の景観を大きく変え，古墳群のなかの

いくつかはこの時点で削平されてしまいました。しかし吉田古墳群第１号墳は幸運にもその

姿を止め，大正３(1914) 年，第１号墳の奥壁に刻まれた壁画が発見されたのです。発見のニ

ュースにより，吉田古墳は一躍，全国の識者の注目するところとなり，大正11(1922) 年には

国の史跡に指定され，水戸市の貴重な文化遺産の一つとして現在に至っています。

　本史跡整備事業は，吉田古墳に再び脚光を浴びせることで，地域の歴史をより豊かなもの

にしながら，地域の活性化をはかっていくことを目的とし，平成17年度より実施しているも

のです。本書はその３冊目の学術報告書にあたり，吉田古墳群第１号墳の第４・５次調査の

成果を収録しています。この調査によって，第１号墳の範囲がおおむね判明し，史跡整備に

向けて大きな前進となりました。

　水戸市は今後も吉田古墳の史跡整備は着実に進めてまいります。地域住民の皆様をはじめ，

市民の皆様にはぜひ郷土の貴重な文化遺産に御関心と御理解を頂き，歴史あるまちづくりに

向けて御助力を賜りますよう，よろしくお願い申し上げます。

　　平成21年３月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　水戸市教育委員会

教育長 　鯨　岡　　武



例　言

１　本書は，国指定史跡「吉田古墳」の史跡整備計画に伴い，水戸市教育委員会が国庫補助金と県費

補助金を受けて実施した，吉田古墳群の第４・５次調査報告書である。

２　調査は水戸市教育委員会が主体となって実施した。出土品の整理作業は水戸市埋蔵文化財整理セ

ンターで行った。

３　遺跡の名称，所在地，調査面積，調査期間等は以下のとおりである。

　　遺跡名　吉田古墳群（遺跡No 72）

　　所在地　吉田古墳群第１号墳　茨城県水戸市元吉田町343-1，345，346，347

　　　　　　　　　　　第２号墳　茨城県水戸市元吉田町372

　　　　　　　　　　　第３号墳　茨城県水戸市元吉田町613-4

　　　　　　　　　　　第４号墳　茨城県水戸市元吉田町711

　  第４次調査　調査面積　107.17m2　

　　　　　　　　調査期間　2007年11月14日～2008年１月７日

　　　　　　　　整理期間　2008年１月８日～2009年３月31日

　  第５次調査　調査面積　4.4m2　

　　　　　　　　調査期間　2008年10月９日～2008年10月17日

　　　　　　　　整理期間　2008年10月18日～2009年３月31日

４　発掘調査の組織は別記のとおりである。

５　発掘調査は文化庁文化財部記念物課・茨城県教育庁文化課・水戸市史跡等整備検討専門委員の指

導のもと，関口慶久が担当した。第４次調査にあっては中尾麻由実（筑波大学大学院後期課程）が，

第５次調査にあっては金子千秋がこれを補佐した。

６　整理作業は，川口武彦・関口・渥美賢吾が担当し，関口が統括した。

７　吉田古墳群の地形測量は株式会社海東測量設計事務所に委託し，関口がこれを監理した。

８　本書の編集は関口が担当し，執筆は川口・関口・渥美が分担した。各項の文責は各文末に記載し

ている。

９　出土した遺物および原図・写真類は，水戸市教育委員会が保管している。

10　発掘調査の実施から報告書刊行に至るまで，下記の方々および機関より御指導・御協力を賜った。

記して謝意を表したい（50音順・敬称略）。

　　青山俊明　今尾文昭　大塚初重　岡本東三　加藤高蔵　加藤晴代　川崎純徳　瓦吹 賢

　　黒澤彰哉　後藤道雄　坂井秀弥　澤畑　実　鈴木廣子　清野孝之　日高 慎　山中敏史

　　米川暢敬

　　茨城県教育庁文化課　荻谷建設株式会社　株式会社海東測量設計事務所

　　文化庁文化財部記念物課　有限会社三井考測　明利酒類株式会社



調 査 組 織

事　務　局　　鯨岡　武（水戸市教育委員会教育長）

　　　　　　　小澤邦夫（水戸市教育委員会事務局教育次長，～2008年３月31日）

　　　　　　　内田秀泰（水戸市教育委員会事務局教育次長，2008年４月１日～）

　　　　　　　仲田　立（水戸市教育委員会事務局文化振興課長）

　　　　　　　中里誠志郎（水戸市教育委員会事務局文化振興課長補佐）

　　　　　　　宮崎賢司（水戸市教育委員会事務局文化振興課文化財係長）

　　　　　　　萩谷慎一（水戸市教育委員会事務局文化振興課文化財係主査，2008年４月１日～）

　　　　　　　緑川義規（水戸市教育委員会事務局文化振興課文化財係主事，～2008年３月31日）

　　　　　　　川口武彦（水戸市教育委員会事務局文化振興課文化財係文化財主事，～2008年３月31日／同課

大串貝塚ふれあい公園文化財主事，2008年４月１日～）

　　　　　　　渥美賢吾 ( 水戸市教育委員会事務局文化振興課文化財係埋蔵文化財専門員，～2008年３月 

31日／同課文化財係文化財主事，2008年４月１日～）

　　　　　　　新垣清貴（水戸市教育委員会事務局文化振興課文化財係埋蔵文化財専門員，～2008年３月31日）

　　　　　　　木本挙周（水戸市教育委員会事務局文化振興課文化財係埋蔵文化財専門員，～2008年３月31日）

　　　　　　　金子千秋（水戸市教育委員会事務局文化振興課文化財係埋蔵文化財専門員，2008年４月１日～）

調査担当者　　関口慶久（水戸市教育委員会事務局文化振興課文化財係文化財主事）

水戸市史跡等整備検討専門委員（吉田古墳）

専 門 委 員　　今尾文昭（奈良県立橿原考古学研究所調査第一課総括研究員）

　　　　　　　大塚初重（明治大学名誉教授）

　　　　　　　川崎純徳（茨城県埋蔵文化財指導員）

　　　　　　　谷口陽子（筑波大学大学院人文社会科学研究科助教）

　　　　　　　日高　慎（独立行政法人国立博物館東京国立博物館文化財部列品室主任研究員）

調査・整理参加者名簿

第４次調査・整理　中尾麻由実，久保木きよ子・冨田仁・花田繁二郎・福原雅美・村上巧兒，安島町

子・飯田喜代子・柏千枝子・杉崎明美・鈴木加代子・田上雪枝・橋本祥子・広瀬文子・三浦悦子

第５次調査・整理　金子千秋・色川順子，片西登美江・河原井俊吉郎・高安幸且・中山忠雄，安島町

子・飯田喜代子・小澤弥代・柏千枝子・杉崎明美・鈴木加代子・須藤裕美・田上雪枝・橋本祥子・人

見よね子・平根真由美・広瀬文子・深澤貞子・三浦悦子



凡 例

１　測量平面図および遺構平面図は，国家標準直角座標Ⅸ系に基づく座標値を示し，方位は真北を基

準としている。

２　遺構平面図・断面図の縮尺は原則として1/60で統一したが，版組の関係上，第13トレンチのみ

1/80の縮尺で掲載した。他の図版の縮尺率は各図版に示したスケールを参照願いたい。

３　遺構断面図及び土層堆積図の標高は，その都度図中に示している。

４　遺構図版中におけるトーン等の表示は，下記に示した凡例図の基準で使用している。

５　遺物実測図の縮尺率はすべて1/3で統一した。

６　掲載した出土遺物実測図のうち，反転復元した図面については，図の中心に▼を示した。

７　遺構・遺物の色調表記は，『新版標準度色帖』（再版，財団法人日本色彩研究所ほか）を基準とした。

８　引用・参考文献は，一括して本書の最後に示した。

10　表紙に使用した写真は，表裏両面とも第４次調査風景である（表紙：第13トレンチ，裏表紙：第14トレ

ンチ）。また中扉の図は斎藤忠氏による吉田古墳壁画の実測図である（斎藤1973より転載）。

凡例図

　　　　　　　　　　　　周溝　　　　　　　　　攪乱　　　　　　　　　地山（ローム）　　　　　　　　　　　　周溝　　　　　　　　　攪乱　　　　　　　　　地山（ローム）　　　　　　　　　　　　周溝　　　　　　　　　攪乱　　　　　　　　　地山（ローム）　　　　　　　　　　　　周溝　　　　　　　　　攪乱　　　　　　　　　地山（ローム）
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写真図版

第13トレンチ調査風景



写真図版１

吉田古墳の位置（○内が吉田古墳，昭和23年４月米軍撮影）

トレンチ全景（東から）

航空写真・第13トレンチ（１）
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トレンチ全景（周溝部分，東から）

周溝検出状況（北から）

第13トレンチ（２）
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周溝検出状況（北から）

周溝土層断面（南から）

第13トレンチ（３）

周溝底面（西から）周溝サブトレンチ（東から）



写真図版４

トレンチと第１号墳（南から）

トレンチ全景（東から）

第14トレンチ（１）



写真図版５

墓道検出状況（南から）

第14トレンチ（２）

墓道土層堆積状況（北から）墓道土層堆積状況（南から）

墓道実測風景墓道土層堆積状況（東から）
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トレンチ土層堆積状況（北から，I-Jライン付近）

周溝屈曲部（G-H ライン付近）

第14トレンチ（３）

周溝土層堆積状況（西から，G-H ライン）

７号遺構検出状況（南から）

トレンチ全景（西から）

墓道周辺作業風景
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周溝検出状況（北から）

第15トレンチ・作業スタッフ

トレンチ土層堆積状況（西から）

作業スタッフ（第４次調査）周溝検出状況（南から）



写真図版８

第４次調査出土遺物
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